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■自治事務　　□法定受託事務 岩泉功一

事務事業開始年度

課長職名

整理番号

21年度決算

平成22年度

 ※ 市が行う事務事業（団体補助等の場合は、その補助金による団体の活動内容）

市街地整備促進事業事務事業名

根拠法令等

内線762

【事業費の推移】

目
　
　
的

22年度予算

平成22年5月24日高橋孝一

札幌圏都市計画基礎調査
線引きの見直し作業
北広島団地の用途地域変更及び地区計画の指定
北広島団地活性化の検討（北広島団地活性化計画策定）

部長職名

【２ 実　施 （ドゥ）】

20年度決算

25,176

2.20

9,000

19,800

17,520 20,736

21年度(確定値)目標値

100.0

100.0

 ① 合　計

 一般財源

作成部署 企画財政部都市計画課

23年度の予定

平成２２年度 事務事業評価調書（継続用）

【１ 計　画 （プラン）】

別紙 １

S44

都市計画現況図作成準備のための空中写真撮影
都市計画基礎調査
都市計画道路長期未着手路線の見直し検討作業（市都市計画審議会専門委員会）
北広島団地活性化計画の推進会議の開催（「地域のお茶の間会議」の支援等）

北広島市

 その他特財

100.0

 ④ ＝②×③ 19,80016,200

人  件  費
（概算）

 ② 人　数（年間）

 ③ 1人当り年間平均人件費

 道支出金

2.00

作成日

18,000

9,0009,000

（単位：千円）

都市計画法

事務区分

〃  終了予定年度

上位施策との関連
（総合計画体系）

 ※ 市が行った事務事業（団体補助等の場合は、その補助金による団体の活動内容）

章）

節）

高い都市機能をもち、活力にあふれるまち

市街地整備

意　　図 総合計画の「まちづくりの基本的方向」における「目指す都市像」及び、都市計画マスター
プランにおける「都市づくりの基本方針」の実現に向けて、計画的な市街地の形成を目指
す。

 ※ 何をねらっているのか。対象をどのような状態にしたいのか。

手
　
　
段

施策） 快適な都市交換の形成

対　　象
(誰､又は何を)

平成21年度まで

市内全域の土地、建物

5,376

 地方債

 国支出金

直接事業費

指　　　　　標　　　　　値

23年度(予定値)

32,400

936

図化面積

k㎡

0km

0

活 動
指 標 0

都市計画現況図作成

都市計画基礎調査

都市計画道路再評価

成 果

指 標
118.54

16.7 0

都市計画道路再評価

5.42 0 5.42

k㎡

見直し検討延長

現況図作成（空中写真撮影）

現況図作成（図化）

118.54

118.54 0 0

77.8

16.7

撮影面積

　総　事　業　費  ①＋④

14,400

1.80 2.20

1,320

指　　　標　　　名

0

118.54

22.2

0

0 100.0

4271,271 14,3255,301

75

基 本
指 標

【事務事業を評価する指標（ものさし）】

49

22年度(予定値）

9,000

75509
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□

□
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有
効
性

3

妥
当
性

統合 終了

【内部評価】　（内部評価委員会による評価）

総 合 判 定
（方向性）

拡大重点化

終了

今後の方向性に対する意見

見直し 休止・廃止

現状継続

平成23年度に向けた具体的な取組　（課題と解決方法等）

終了

休止・廃止

総 合 判 定
（ 取 組 ）

拡大重点化

平成23年度に向けた具体的な方向性

【自己評価】　（事務事業担当部局による評価）

　引き続き土地利用の在り方について検討を進め、良好な市街地環境
の形成を図ること。

現在一部民間等で実施している。または市民等と協働して実施している。

・成果指標値から見て､目標の達成度はどの程度か
　（達成度合）
・目的を達成するための手段(実施方法)は有効か
　（手段有効度合）

　総合計画及び都市計画マスタープランにおける「ま
ちづくり基本方針」の実現を図るための「課題の整
理」や「都市計画法に沿った手続きの実施」は市の責
務である。実施に当たっては「市民や社会の要求」と
の整合に留意して進めている。

チ ェ ッ ク 項 目

事業担当部局による評価

評点区分

【３ 評　価 （チェック）】

平成21年度における評価　（現状と課題）

整理番号 0501

・投入した予算や人員に見合った効果が得られてい
るか　（費用対効果の度合）
・効率的な方法で実施しているか
　（同じ経費でもっと効率的な方法はないか）

・受益者負担は適正か
・当該事業による利益が、特定の個人や団体に偏っ
ていないか

【民間活力の活用性評価】

（事業担当部局が評価）

　　　３　適　切　　　　　　　　２　改善の余地がある　　　　　　　　１　不適切

拡大重点化

統合

【外部評価】 （外部評価委員会による評価

効
率
性

民間等での実施または市民等との協働の可能性はない。

民間等での実施または市民等との協働が可能である。

－

民間等で実施または協働して取り組むべきである。

見直し 休止・廃止

公
平
性

前年度の総合判定

法律の義務付けあり

総 合 判 定

（方向性）

 【法律で実施が義務付けられている事務事業か】

【４ 総合判定と今後の方向性（アクション）】

内部評価委員会による評価

拡大重点化

法律の義務付けなし

外部評価委員会による評価

　都市計画マスタープランの「市街地整備の基本方針」に沿って、地
域の課題の整理を進める。またこれらの諸課題に対応し、良好な市街
地環境の形成を図るため、土地利用のあり方について検討を進める。
H22年度に撮影する市全域の空中写真に基づきH23年度に現況図の作成
を行い、10年間の現況の変化を修正する。なお、平成23年度より新た
に市街地活性化事業を立ち上げ、この中で北広島団地活性化に向けた
情報提供・意見交換などの場づくりや、空き地・空き家などの不動産
の流動化に向けた取組みの検討を行う。

統合

現状継続

見直し

　事業に関する市民向け説明資料やパンフレット等に
ついては、できるだけ手作りとし、会議や説明会では
パワーポイントを活用するなど、費用対効果に留意し
た業務を進めている。

　都市計画法に基づく市街地の秩序ある整備は、市全
体の発展と市民の福祉に寄与するものであり、公平性
は保たれる。なお、業務の推進にあたっては、関連地
域住民への情報提供や意向把握に努めている。

3

3

3

拡大重点化

【 参 考 】

・市民や社会の要求に合致しているか
・上位施策を達成するために必要な事務事業か
　（目的妥当性の度合）
・行政が関与しなければならない事務事業か
　（公共性・公益性の度合）

　市街地の良好な環境の形成を目指すとともに、地域
の特性に応じた計画的な土地利用を図るため、輪厚工
業団地の市街化区域編入を行った。

現状継続


